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例会報告 Ｖｏｌ 43 Ｎｏ.１８（No.2058）１１月 9 日（水）晴れ（司会 秋田政夫副委員長） 

本例会でのおもな事項        

   ＊会長挨拶              ＊外部卓話 

＊３分間スピーチ        国際交流友の会会長 荒井文江様 

ビ ジ タ ー  

国際交流友の会会長  荒井文江様 

米山奨学生        孫  洋さん 

 

誕 生 祝  

☆会 員   松村仁寿会員   染谷正美会員 

☆配偶者  倉持会員 

 

諸 報 告 

職業奉仕委員会 （山崎進朗委員長） 

３分間スピーチの予定を書き込んだ表を皆さんのボックスへ入れさせて頂きました。準備の程宜しくお願

いします。３月には、原稿を地区へ送りたいと思いますので、早急に原稿のほうは提出いただけたらと思

います。宜しくお願いします。 

 

親睦活動委員会 （北村英明副委員長） 

１２月１０日（土）のクリスマス会の会場はグランドホテル東雲です。詳細につきましては、後日郵送させて

頂きます。ご家族お誘いあわせでご参加下さい。 

 

幹 事 報 告  （熊谷 昇幹事） 

週 報 受 理     なし 

例会変更通知受理      なし 

 

会 長 挨 拶 （青木清人会長） 
皆さん、こんにちは。本日はお客様として、国際交流友の会会長の荒井様と米

山奨学生の孫 洋さんにお越し頂きました。会員一同ご歓迎申し上げます。 
先日１１月３日の文化祭でのバザーご苦労様でした。荒井会長はじめ国際交流

友の会の皆様は、水海道に住んでおられる外国人のために、日本語教室を毎

週開催し、バザーやパーティーを通じて国際交流の輪を広げられておられます。

外国人にとって見知らぬ国での生活は、不安でありストレスがたまるものですが、

そんな時そっと援助の手を差し伸べられる、素晴らしいボランティア活動をされ

ています。頭の下がる思いです。我々ロータリーも世界的に識字率の向上を１つのテーマにしていますが、

少しでもお役に立つことがあればと思っておりますので、今後とも宜しくお願い致します。 
次に、１１月２日の理事会の報告を致します。 
① 協賛金・・・・体協に１万円、柔剣道に２万円 
② 退会届・・・・鯉沼和義会員 １１月末日を持って退会 受理 
③ ＣＬＰ（リーダー・シップ・プラン）・・・・地区方針に基づき導入に対応 
④ 次年度以降の事業について見直す・・・・改革特別委員会、明日の水海道ＲＣを考える特別委員会

の設置。１月より３回程度、１０名程度の委員会 
⑤ 親睦活動委員会・・・・提出されたクリスマスパーティー企画案の承認 
以上、承認されました。 
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ところで、今日は一の酉です。渕頭の鷲神社でも酉の市が行われていますが、晩秋の風物詩かと思いま

す。酉の市は、開運・商売繁盛を願う祭りで、江戸時代から続く代表的な年中行事です。（渕頭は５０年） 
「春を待つ 事のはじめや 酉の市」と詠まれ、正月を迎える最初の祭りとされています。名物が熊手で、

運を「かっ込め」・福を「はっ込め」と洒落のきいた縁起物です。晩秋の風物詩・酉の市の鷲神社へご参拝

お願いします。 
 
外 部 卓 話  

染谷秀雄１クラブ１プロジェクト企画委員長 

１１月３日の国際交流友の会に対しまして頂戴致しましたバザーの品物、大変

たくさん集まりまして非常に売れ行きも良く２,３時間のうちに完売したような状況

です。この場をお借りしまして皆様の御礼申し上げます。有難うございました。 

１クラブ１プロジェクト企画委員会としまして、環境保全、水保全、識字率向上の

地区テーマより１つを選んでやっていこうという中で、どれも非常に難しいテーマ

ですが、話し合いの中で識字率向上の事業に決定し、当初は水海道ＲＣ独自

で日本語講座を開こうと思いましたが、これが不可能であるという事が分かりまし

た。１５年ほど前から水海道には国際交流友の会というのが、識字率向上のための講座を開いているとい

う事なので、講座を見学させて頂き支援にまわるという事で話がまとまりました。初めに行った事がバザー

の協力、１１月３日のバザーには多数のメンバーの方において頂き、岩井ＲＣの地区委員の石山さんもお

いでになり、見ていただきました。 

識字率向上という難しいテーマを活動するには、単年度では非常に難しいということが分かったと共に、

水海道には１０年以上識字率向上のための日本語講座を行っているボランティア団体が水海道の地にあ

るということは、我々もその支援に回らなくてはいけないのではと思います。 

荒井会長のお話を聞いて頂き、これからも国際交流友の会の活動に対し、ご理解いただけますようお願

い申し上げます。 

 

国際交流友の会会長 荒井文江様 

今日は、お招きを頂き有難うございました。文化祭の時にはバザー用品をた

くさん出して頂き有難うございました。この場をお借りしまして御礼申し上げ

ます。どうもありがとうございました。 

楽しくやる事が国際交流の一番かと思います。いままで、日本語教室も嫌だ

と思った事がありません。いろいろな国の人達がいて、民族性が見えてとて

も楽しいです。 

 

水海道国際交流友の会を平成２年６月に設立。 

日本語教室は、平成４年９月から開始。水海道公民館で、毎週火曜日の午後８時から９時３０分まで。い

つでも見学にいらしてください。 

行事として 

平成１７年６月・・・・振り袖＆茶道＆ティーパーティー 

１０月・・・旅行 今年は熱海へ一泊旅行 

１１月３日・・・文化祭、生徒達と協力して店を開店 

１２月・・・・クリスマスパーティー 

平成１８年６月・・・・総会 
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３分間スピーチ 私の職業 

斎藤広巳会員 

私は、皆様知っての通り、保険の代理店という仕事をしています。会員の皆様多

くの方々にお世話になっております。さて、保険会社には大きく分けて、生命保

険と損害保険の二つに分ける事が出来ます。 

生命保険は、自分や家族のために付けるのが殆どですが、損害保険は、自動車

保険のように相手に法律上の賠償義務を負ったときに支払うものであります。今

日は、交通事故の民事交通訴訟における過失相殺率の認定基準別冊・判例タ

イムズの話をします。 

保険会社の自己の担当者は、別冊・判例タイムズという資料を基に相手や保険

会社同士の話し合いをします。この別冊・判例タイムズは、東京地裁民事裁判第２７部の裁判官が関与し

た、民事交通事故訴訟が基準になっています。昭和５０年に別冊・判例タイムズ１号が公表され、その改

訂版として平成３年には、別冊・判例タイムズＮｏ.１「民事交通訴訟における過失相殺率の認定基」｛１９９

１・前訂版｝が公表されました。その後、平成９年までにＮｏ.１５まで逐次公表されました。そして今回、前

回までの改訂の実務の動向を踏まえ、更に改訂が行われ、別冊・判例タイムズＮｏ.１６が公表されました。

現在はこのＮｏ.１６を基準として、各保険会社も使用しています。私もこのＮｏ.１６を基に保険会社や相手
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との話を直接するようにしています。一般の人には本を見せながら、保険会社とは具体的に自己の説明

の上、修正などを加えながら交渉し、示談するようにしています。これからの保険代理店の社会的責任を

考え、ロータリーの四つのテストに照らし正しく生きていたいと思います。 

 

染谷秀雄会員 

今日は、職業奉仕委員会から職業についてのスピーチをお願い致しますとの

ことですので、簡単に私の会社の説明をさせて頂きます。 

私の会社では、木材の加工や木質系のパネルを製造しています。木質系パネ

ルといっても皆さんにはなじみがない、あるいは聞いた事もないという方が多い

と思いますが、木質系パネルとは、住宅建設の際大工さんが現場で木材やベ

ニヤ等の建材を切って壁をつくり住宅を建てていく在来工法と違って、壁その

ものを工場にて生産し、現場にてパネルを取り付けて部屋、及び住宅を完成さ

せていくというものです。 

木質系パネルの種類として、１戸建住宅の場合は外壁部分、マンション及びアパートの場合は部屋を区

切る間仕切りとして使われます。パネル工法の住宅、特に１戸建住宅では工期が約３ヶ月程度かかってい

たものが、パネル工法ですと５０日から２ヶ月ほどで完成しますので、コストも安く抑える事が可能です。ま

た、大工さんが現場にて行う作業も最小限に抑えていますので、ゴミも少なく環境にも優しいといえます。

パネル工法の家は地震に強いということ、格安で分譲されているということもあって、比較的若いお客さん

がパネル工法の住宅を購入するのが増えています。また、最近、パネル工法を採用するハウスメーカーも

増えてきました。そして、マンションやアパートのような集合住宅の場合は、部屋と部屋を仕切る壁にパネ

ルが使われます。この場合、パネルに電気のコンセントやスイッチをあらかじめ工場にて取り付けていきま

すので、大工さんの手間を最小限に抑えるとともに電気工事の仕事も少なくしています。以前は、この近

辺でもパネルを製造している会社は数件ありましたが、今では茨城県内では、当社と日立のみとなってし

まいました。周りでは、仕事を独占できていいじゃないかという人もいますが、反面パネル製造がいかに儲

からないかという事を表しているともいえます。然しながら、今のところパネル工法がこれから主流になると

いうことを信じ、今の仕事を続けて行きたいと思います。 

 

出 席 報 告 （大塚令昌委員） 

会員総数 出席者数 欠席者数 賜 暇 メーク 

５０名 ３４名 １６名 ０名 １１名 

出席率 ９０．００％ 

 

ニコニコボックス （石塚克己ＳＡＡ） 

 誕生祝御礼 ≪会員≫松村・染谷（正） 各会員  ≪配偶者≫倉持会員 
 今日は一の酉です。鷲神社で酉の市が行われています。縁起熊手で、運を「かっ込め」、福を「はっ
込め」     青木（清）会員 

 １１月３日、国際交流友の会のバザー大変盛況でした。天気良くて良かったです。皆さん、ご苦労様
でした。      熊谷会員 

 今日も楽しい例会になりますように。        青木（正）会員 
 国際交流友の会 荒井さんよろしくお願いします。バザーの品物有難うございました。染谷（秀）会員 
 ３分間スピーチ宜しくお願いします。皆さん、原稿も宜しく。    山崎（進）会員 
 転んで肋骨を骨折しました。痛いです。    斎藤会員 
 その他。     横山会員 
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 先週休みました。今月も宜しくお願い致します。    島田会員 
 休みが続きました。    海老原会員 
 例会欠席しました。    山野井・角田・大塚・松村・田中   各会員 
 早退します。    石塚（克）会員 

入金計 ￥４０,０００ 累 計 ￥１，０３１,０００ 

 

ロータリー情報委員会より 一口メモ 

ポール・ハリス・フェロー：１９５７年、米貨1,000ドルの寄付を財団にした場合、ポール・ハリス・フェローとし

て認証状、メダル、襟章が贈呈されることになった。また、米貨100ドルを寄付し、1,000ドルに達するまで

寄付を続ける意思を表明すれば、ポール・ハリス・順フェローと認められる。 

 

会報委員会   委員長 横山 修   副委員長 山野井周一    委員 根本恒夫 

 

グランドゴルフ大会写真集 
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